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勝浦映肉祭
「やがて・・・春...11;_
 

2月17日，農村環境改善センターにおいて，

第� 4回目の勝浦映画祭が開催され，小学生の

いじめを取り上げた「やがて…春」の上映と

中山節夫監督のお話がありました。中山監督

は「映画製作の中で子どもたちから学んだこ

と」と題して，自分の映画を作る中で，子どもた

ちに接しながら感じたこと，子どもたちから

学んだことなどをお話しいただきました。� 
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(世帯数) 2，053戸� (人口)ー男� 3，531人女�  3，817人計�  7，348人� (平成8年� 1月末日現在) 

(出生)男� 3女3計6 苑亡)男� 6 女3計9 転入)男� 7女6 計13 転出)男� 5女7計12

広報かつうら� 3月号第309号平成8年3月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854) 2-2511 (代� FAX2-3028 
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テキストボックス
勝浦映画祭　やがて　春　上映　
中山節夫監督の話　二00人が熱心に視聴
200人　が熱心に視聴
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は
、
男
子
十
七
チ

一
月
二
十
八
日
、
星
谷
運
動
公
園

勝浦映画祭� パートV

「ライオンキング」 3月3日(日)午後1後30分から

「忍たま乱太郎」 勝浦町農村環境改善センター


男子個人表彰者

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
(
市
販

の
も
の
)
を
三
月
十
二
日
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

-
期
間

平
成
八
年
四
月
か
ら
平

成
九
年
三
月
ま
で

・
条
件

週
五
日
勤
務
(
土
・
日

・
祝
日
勤
務
可
能
な
方
)

・
募
集
人
員

一
名

-
試
験
日	

平
成
八
年
三
月
二
十


日
面
接
試
験


※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
へ
・
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
毎
年
ビ

ッ
グ
ひ
な
ま
つ

り
と
同
時
に
開
催
し
て
い
る
子
ど
も

映
画
ま
つ
り
で
す
。

第1-0回スボーγ少年団

駅伝大会

で
、
勝
浦
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
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仁
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司
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横

瀬 
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一
含
む
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女
子
九
チ

寒
風
の
中
、
元
気
良
く
走
り
出
し

l

た
選
手
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
声
援
が

二
位
横
瀬
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
A

送
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
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、優
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ク
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三
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ケ
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瀬
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ライオンの王座をめぐる争いから国を追われた幼い王子' 	ライオンの成長を，アフリカのキリマンジャロの裾野に広

がる大平原を舞台に美しく，波乱万丈の物語に仕上げたデ

ィズニーの長編アニメーション「ライオンキンク〉。そして，

忍者のたまご(略して忍たま)乱太郎と忍術学園の仲間た

ちがくり広げる，厳しい特訓・修行あり，暖かな友情・団

結ありの物語「忍たま乱太郎」の� 2本です。

放映時間は次のとおりですので，多数の方がご来場くだ

さし迫。

〈放映時間〉 午後� 1 :30~ 忍たま乱太郎

2 :05~ ライオンキング

3 :40~ 忍たま乱太郎

4 :15~ ライオンキング

5 :45 終了

山

下

隼

(

生

比

奈

野

球 

)
3 

上
岡
尚
貴
(
生
比
奈
ミ
ニ
パ
ス

)
4

∞

大
島
尚
樹
(
勝
浦
ク
レ
イ
ン

)
4

∞

与
川

賞
大
(
横
瀬
ミ
ニ
パ
ス 
)
4
ω

(
個
人
表
彰
者
)

朔
加
奈
恵
(
生
比
奈
ミ
ニ
パ
ス 
)
3
的臼

花
園
由
佳
(横
瀬
ミ
ニ
パ

ス
)

J

V

Cl
)
4
m
w

)
4

ロ

)

前
回
優
希
(
生
比
奈
バ
レ 
l
)
4
日

J
V
C
)
4
口

押
粟
佑
香
(
横
瀬 

押
栗
寿
美
(横

瀬 

)
4
ω

美
馬
希
美
(
横
瀬
ミ
ニ
パ
ス 
)
4
ω

中
田
恵
理
(生
比
奈
バ
レ 

山
平
由
美
(横

瀬 

J

V

C 

美

馬

幸

(

横

瀬

呑
口
祐
子
(横

瀬

美
馬
良
美
(
横
瀬

女子個人妻車医者� 
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か
ん
ざ
し
・
櫛


展
示


酬
図
書
館
二
階
郷
土
資
料
室

の
ど
か
な
春
の
日
ざ
し
に
、
桜
の

便
り
も
聞
か
れ
る
弥
生
三
月
、
郷
土

資
料
室
に
も
春
を
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
か
ん
ざ
し
・
櫛
、
約
百
点
余
り
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
れ

r、、‘、

，
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「
か
ん
ざ
し
と
桜
」
と
言
う
と
、

惟

だ
か

し

ん

の

う

み

必

せ

喬
親
王
が
水
無
瀬
の
離
宮
で
椴
狩
り

を
行
っ
た
時
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

歌
を
詠
み
、
桜
の
小
枝
を
か
ざ
し
と

し
て

「
世
の
中
に
た
へ
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」

と
詠
ん
だ
伊
勢
物
語
が
想
い
出
さ
れ

ま
す
。「

か
ざ
し
」
と
言
う
の
は
髪
飾
り

の
こ
と
で
今
の
「
か
ん
ざ
し
」
に
当

た
る
と
言
う
ご
と
で
す
。

さ
て
、
現
代
を
象
徴
す
る
言
葉
に

「
朝
シ
ャ
ン
」
と
い
う
語
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
「
朝
シ
ャ
ン
」
は
、
夜

お
風
呂
で
髪
を
洗

っ
た
の
に
、
朝

ま
た
、
髪
会
決
う
こ
と
で
す
。
こ
の
「
朝

シ
ャ
ン
」
の
た
め
に
洗
面
器
具
も
シ

ャ
ワ
ー
っ
き
に
変
え
さ
せ
て
し
ま
う

ほ
ど
、
女
性
の
髪
に
対
す
る
関
心
は

今
も
根
強
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

平
安
時
代
は
、
身
の
丈
に
余
る
黒

ひ
と
え

髪
を
長
々
と
垂
ら
し
て
十
二
単
衣
に

身
を
ま
と

っ
て
い
た
た
め
「
朝
シ
ャ

ン
」
は
無
論
の
こ
と
、
髪
を
洗
う
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
垢
に
ま
み
れ
悪

し

の

か

君

"

臭
に
悩
ま
さ
れ

一
時
凌
ぎ
に
香
を
た

い
た
も
の
で
す
。
宮
廷
貴
族
の
貴
婦

人
た
ち
は
、
終
日
凡
帳
の
中
に
閉
じ

込
も
り
人
に
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
も

な
か

っ
た
の
で
髪
の
長
さ
に
よ

っ
て

美
人
、
不
美
人
を
評
価
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
「
髪
は
女
の
命
」
と

言
わ
れ
る
の
も
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
「
女
の
命
」

で
も
あ
る
髪
を
更
に
美
し
く
見
せ
る

た
め
に
、
髪
飾
り
は
あ
ら
ゆ
る
手
芸

の
粋
を
つ
く
し
て
作
ら
れ
、
高
価
で

も

っ
と
も
価
値
の
高
い
も
の
と
言
え

ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
「
か
ん
ざ

し
・
櫛
」
は
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和

初
期
の
作
品
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
輸

入
規
制
を
受
け
、
現
在
で
は
入
手
困

難
と
さ
れ
て
い
る
ベ

っ
甲
を
中
心
に

し
て
珊
瑚
、
ら
で
ん
等
賞
を
つ
く
し

た
装
飾
品
の
数
々
で
あ
り
、
貴
重
な

も
の
ば
か
り
で
す
。 

新
し
い
ビ
デ
オ
が
入
り
ま
し
た
。

多
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
入
り
鉄
砲
と
出
お
ん
な
」
で
有

名
な
箱
根
の
関
所
で
は
、
「
女
」
に
対

す
る
検
査
は
こ
と
の
ほ
か
厳
し
く
、

衣
類
は
脱
が
さ
れ
、
か
ん
ざ
し
ま
で

細
か
く
調
べ
ら
れ
た
と
い
う
話
は
、

よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
か
ん
ざ

し
の
ど
こ
を
調
べ
た
か
に
つ
い
て
は

疑
問
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
品
で
か
ん
ざ
し
に
小

さ
な
密
書
を
隠
せ
る
細
工
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
一
見
し
て
、
積
年
の
疑

惑
も
解
消
さ
れ
、
か
ん
ざ
し
の
つ
き

せ
ぬ
魅
力
の

一
端
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

手
近
に
見
ら
れ
る
数
々
の
髪
飾
り
、

櫛
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

・お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

固
閉
囲
圃
図


一
般
用

・
め
ぐ
り
逢
え
た
ら

・
ス
ピ
ー
ド

.
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ペ
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ス
ト

・
ペ
リ
カ
ン
文
書


・
マ 

ヴ
エ
リ

ッ
ク

・
推
定
無
罪

・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ル
ド
・
ふ
た
り

・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
花
よ
り
男
子
 

.
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
・
ミ
セ
ス
ダ
ウ
ト


他
五
十
六
作
品


女
児
童
用


・
ス
ヌ 
l
ピ 

の
新
作
五
本
と
、
新

き
か
ん
し
ゃ
ト 

マ
ス
六
作
品 

l

-
リ
ボ
ン
の
騎
士

・
鉄
腕
ア
ト
ム

等
二
十
五
作
品

図
書
館
行
事
と

休
館
日

土
曜
子
ど
も
映
画
会


2
日
・ 

9
日
・
日
日

・
お
日
・


羽
田


午
後
二
時
か
ら
三
時
ご
ろ
ま
で


内
容
は
お
た
の
し
み
に


県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日


日
日 

-
U
目


安
休
館
日

4
日
・
日
日 

日
・
お
日
・
白
日

-R -R
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浅，、し
湯


れ
た
も
の
で
す
。

O

大川蔀坪出

上口 弁葉 永
い
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

市
川
晴
一
郎
さ
ん
(
与
川
内
)
に

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

昨
年
末
、
永
い
間
保
護
司
と
し
て

こ
の
感
謝
状
は
「
保
護
司
と
し
て

活
動
さ
れ
、
退
任
さ
れ
た
市
川
晴
一

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
犯
罪
者

郎
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

の
改
善
更
生
と
地
域
社
会
の
浄
化
に

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

尽
く
さ
れ
た
」
ご
労
苦
に
対
し
贈
ら

青年海外派遣事業

の団員募集

....洋上大学が行われるニューゅうとぴあ号

徳島県では，近畿の青年たちと船上で「こ

ころ」をテーマとした研修を受けながら中

国 ・韓国を訪問する団員を募集します。

とき 8 月 6 日 ~18 日

募集資格 平成 8年 4月 1日現在， 20歳か

ら30歳までの人 

定員 30人 

参加 費 16万円(事前研修費・旅行手数

料などが別に必要です)

申し込み 4月26日までに県青少年女性室へ

また，航空機による青年の海外派遣や世

界青年の船など総務庁主催の青年海外派遣

事業の団員も募集しています。

詳しくは，県青少年女性室(徳島市万代町1， 

TEL0886-21-2175)へお問い合わせください。

勝
浦
庫
レ

製
作
グ

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
助
成

け
、
新
し
い
で
こ
人
形
の
製
作
と
現
在
使
用
し
て
い
る
人
形

の
修
繕
が
、
こ
の
程
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
人
形
を

三
月
三
日
に
大
阪
の
国
立
文
楽
劇
場
で
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ

と
の
人
形
芝
居
」
に
初
め
て
使
用
し
ま
す
。

芳" 

洋

保

一主護

きλヲ


勝浦町芸能大会

と

き

三
月
九
日
出

午
後
六
時
開
場

i
九
時
四
十
五
分

午
後
六
時
三
十
分

と
こ
ろ

改
善
セ
ン
タ
ー

芸
能
文
化
の
振
興
を
図
り
、
ま
た
生
涯

学
習
の
発
表
の
場
と
し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
多
数
ご
観
覧

...........................・.......・・・・・・・・


く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
農
村
環
境

退
任
さ
れ
た
市
川
晴

一
郎
さ
ん
に

代
わ
り
、
湯
浅
芳
洋
さ
ん
が
新
し
く

保
護
司
と
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
と
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神

を
も

っ
て
犯
罪
者
の
改
善
更
生
に
努

め
る
も
の
で
、
町
内
に
は
、
外
に
次

の
方
々
が
保
護
司
の
活
動
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

名
様
に
記
念
品
を
用
意

勝
浦
町
教
育
委
員
会

な
お
、
先
着
一

五

勝
浦
町
文
化
協
会

現
在
人
形
浄
瑠
璃
「
勝

浦
座
」
で
使
用
し
て
い
る

で
こ
人
形
は
、
長
い
間
、

地
域
の
親
睦
と
伝
統
芸
能

の
継
承
に
活
躍
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
多

く
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

平
成
七
年
度
の
助
成
を
受

今
後
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
伝
統
芸
能
存
続
に

幅
広
い
活
動
が
で
き
ま
す
よ

う
お
祈
り
し
ま
す
。

イ
ト
ヱ
さ
ん
(
生
名
)

恵
子
さ
ん
(
棚
野
)

源
一
さ
ん
(
横
瀬
)

幸

一
さ
ん
(
星
谷
)

昭
さ
ん
(
中
角
)

し
て
い
ま
す
。

-
主
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MUS04
テキストボックス
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刊
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E
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あ
る
と
認
め
・
ら
れ
ま
・
す
の
ず

たします。

第
二
十
九
回
徳
島
県
芸
術
祭
参
加

行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回

勝
美
展
に
お
い
て
、
丸
関
朋
子
さ
ん

の
絵
画
「
人
物
」
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
、
執
行
委
員
長
を
し
て
い
る
県
知

事
か
ら
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

県
の
芸
術
祭
は
、
県
民
の
文
化
活

動
の
促
進
、
文
化
の
向
上
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
美
術
、
書

道
、
音
楽
、
舞
踊
な
ど
の
分
野
で
優

秀
な
個
人
や
団
体
に
対
し
、
芸
術
祭

賞
を
贈
り
、
奨
励
し
て
い
る
も
の
で

す
。

今
回
の
丸
関
さ
ん
の
受
賞
に
よ
り
、

hF

丸
関
さ
ん
と
作
品
の

「人
物
」

ハ
町
民
交
通
傷
害
保
険

〉

家
族
ぐ
る
み
で

交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
が
家
族
に
も
た
ら
す
影

響
に
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い

つ
事
故
に
出
会
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え
、

家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う。
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申

込

先

役
場
住
民
福
祉
課

・
申
込
受
付
期
日

三
月
二
十
九
日
働
ま
で

・
申
込

書

別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ

勝
浦
美
術
ク
ラ
ブ
が
開
催
す
る
勝

加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、
加
入

者
氏
名
等
を
記
入
の
う
え
、
保
険
料

を
添
え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-
保
険
期
間

四
月
一
日
か
ら
一
年
間

・

保

険

料

一
口
四
百
八
十
円

(一

人
二
口
ま
で
�
 
)

た
だ
し
、
四
月

一
日
現
在
保
育
所

の
幼
児
、
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生

に
つ
い
て
は
町
が
半
額
負
担
し
ま
す

の
で

一
人
二
百
四
十
円
と
な
り
ま
す
。
�
 

(
こ
の
場
合

一
人
二
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
が
、
町
が
負
担
す
る
の
は

一

口
分
で
す
)
 

美
展
も
今
回
で
十
一
回
目
を
迎
え
、

そ
の
功
績
も
併
せ
て
認
め
ら
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

受
賞
に
あ
た
り
丸
関
さ
ん
は
「
仕

事
の
傍
ら
で
、
描
く
時
聞
が
少
な
い

が
、
今
回
の
受
賞
で
ま
た
意
欲
が
わ

い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ

け
時
間
を

つ
く
り
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
す
ば

ら
し
い
作
品
を
描
か
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

勝浦町大工組合

左官組合から

日当 18，000円据え置き /

平成  8年勝浦町大工組合・勝浦

町左官組合の総会において，平成  

8年 4月 1日からの日当は昨年同

様 1万 8千円に据

え置きすることに

決定しました。み

なさまのご理解と

ご協力をお願いい

⑨⑧⑧⑧⑥⑧⑧⑧⑧⑧⑧(ら

料理教室・ちぎり絵教室の受講者募集

四国電力小松島営業所でトは 4月から開講する料理教室とちぎり

絵教室の受講者を，次の要項で募集いたします。

期間 平成  8年 4月から平成  9年 3月まで

・料理教室	 ・ちぎり絵教室 (毎月第 2金曜日 ) 
1班 毎 月 第  2火曜日 募 集人員  30名 

2班毎月第  2水曜日 (初めて受講される方を優先)

募	 集人員 各班16名ずつ 時 間 午後  1時から午後

(初めて受講される方を優先 3時30分まで

時 間 午前  9後30分から 受講料 材料費のみ

午後12時30分まで (毎月 1回分  1，300円)

受 講 料 材料費のみ 準備する物 手ふき，のり入れ  

(半年分  7，200円) 容器

※定員になり次第，締め切りさせていただきます。なお，申し込み

受け付けは営業所窓口にで受け付けいたします。電話での申し込

みはご遠慮くださいますようお願い申し上げます。 
※締切  3月17日 

※申込先 小松島市横須町  2番 8号 四国電力側小松島営業所

フリーダイヤル  TEL0120-217172 
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「
ぉ
姉
ち
ゃ
ん

な
ん
か
嫌
い
だ
。

僕
の
こ
と
な
ん
か

ほ
っ
と
い
て
く
れ
。

パ
カ
ヤ
ロ 

」

涙
の
一
杯
た
ま

っ
た
瞳
で
弟
が
投

げ
つ
け
て
き
た
言

葉
で
し
た
。
普
通

だ
っ
た
ら
兄
弟
、
げ

ん
か
に
な
る
お
き

ま
り
の
パ
タ
ー
ン

で
す
。
で
も
、
私

は
そ
ん
な
弟
の
言

葉
が
と
て
も
嬉
し

く
て
顔
が
笑
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

そ
れ
に
は
少
し
理

由
が
あ
り
ま
す
。

弟
は
、

『自
閉
症
』
の
一
人
で
し
た
。

二
歳
を
過
、
ぎ
て
も
一
言
も
言
葉
を
発

せ
ず
、
ど
ん
な
物
に
も
何
の
興
味
も

示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
ぼ
ん

や
り
し
た
目
で
自
分
の
周
り
に
他
人

に
は
見
え
な
い
心
の
膜
を
は
り
、
そ

の
中
に
誰
も
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ

た
の
で
す
。
い
つ
も
片
手
に
カ
セ
ッ

ト
を
持
っ
て
自
分
一
人
の
世
界
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
母
は
、
お
腹
が
す

く
こ
と
を
自
分
で
気
づ
く
か
、
た
め

す
た
め
一
日
弟
に
御
飯
を
食
べ
さ
せ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
気
付

か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
弟
を
見
て
、
ま
だ
自
分
の

こ
と
す
ら
し
っ
か
り
で
き
な
い
私
に
、

両
親
が
言
う
の
で
す
。

「
一
番
の
友
達
に
な
っ
て
欲
し
い
。

助
け
て
欲
し
い
。
寛
大
の
こ
と
一
番

わ
か
つ
て
あ
げ
ら
れ
る
友
達
に
。
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
頑
張
る
か
ら
」

何
度
も
何
度
も
涙
な
が
ら
に
う

っ
た

え
て
く
る
両
親
を
見
て
私
も
何
か
し

な
く
て
は
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
弟
と
一
緒
に
遊
び
、
弟
の
気
持

ち
を
一
番
に
考
え
、
大
切
に
見
守
る

こ
と
を
四
歳
の
私
が
考
え
た
の
で
す
。

弟
は
、
何
で
も
私
の
ま
ね
を
し
て

私
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。
あ
い
か
わ

ら
ず
自
分
の
感
情
を
言
葉
に
出
し
、
行

動
に
移
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
も
ち
ゃ
を
買
う
時
も
、

お
菓
子
を
買
う
時
も
、
弟
は
い
つ
も

私
と
同
じ
物
を
選
ぶ
の
で
し
た
。

そ
ん
な
弟
が
、
自
分
の
意
志
で
投

げ
つ
け
て
き
た
言
葉
、
反
発
の
言
葉

は
、
弟
の
大
き
な
大
き
な
普
通
の
人

よ
り
も
ず
っ
と
大
き
な
成
長
だ
っ
た

の
で
す
。

父
は
、
弟
の
た
め
に
で
き
る
だ
け

多
く
の
所
に
連
れ
て
出
か
け
、
物
に
人

に
触
れ
さ
せ
ま
し
た
。
母
は
、
東
公

園
に
あ
る
福
祉
の
村
『
め
ば
え
』
に

二
年
間
弟
と
一
緒
に
通
い
ま
し
た
。

母
は
、
弟
と
共
に
い
る
こ
と
で
自
分

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
い
ま

す
。
散
歩
を
し
て
も
動
か
な
い
弟
、

話
し
か
け
て
も
答
え
な
い
弟
、
そ
ん

な
弟
を
悲
し
み
嘆
く
の
で
は
な
く
、

動
か
な
け
れ
ば
そ
の
場
で
草
花
を
摘

み
小
石
を
積
み
上
げ
、
あ
ひ
る
に
パ

ン
を
あ
げ
で
は
、
い
つ
も
い
つ
も
弟

に
あ
り
っ
た
け
の
声
を
心
を
伝
え
続

け
た
そ
う
で
す
。

そ
の
う
え
福
祉
の
村
で
、
弟
は
い

つ
も
多
く
の
お
し
み
な
い
拍
手
と
温

か
い
目
や
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
多
く
の
人
々
の
優
し
い
心
が
通

じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
弟
は
自
分
か

ら
膜
を
少
し
ず
つ
破
り
ま
し
た
。
人

に
物
に
目
を
向
け
て
、
カ
セ
ッ
ト
を
離

す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
興
味
の

対
象
が
移
っ
た
こ
と
で
、
自
分
の
心
を

初
め
て
私
た
ち
に
ぶ
つ
け
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

言
葉
に
関
し
て
は
、
母
が
お
も
い

き
っ
た
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
弟

を
プ
ー
ル
に
投
げ
込
ん
で
お
ぼ
れ
さ

せ
た
の
で
す
。
水
中
で
生
死
と
戦
っ

た
弟
が
始
め
て
叫
ん
だ
言
葉
は
、

「
こ
わ
い 

」

で
し
た
。
母
は
、
弟
を
助
け
て
必
死

で
抱
き
上
げ
て
嬉
し
く
て
い
つ
ま
で

も
泣
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
ま
で

の
母
の
心
の
声
が
、
私
の
気
持
ち
が
、

父
の
ぬ
く
も
り
が
弟
の
心
の
中
に
確

実
に
届
い
て
い
ま
し
た
。

で
も
私
た
ち
家
族
は
、
弟
を
中

心
と
し
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
弟

が
何
か
に
興
味
を
示
す
た
び
に
一
喜

一
憂
し
て
拍
手
し
た
り
、
悩
み
考
え

て
弟
の
気
持
ち
を
一
番
大
切
に
し
て

見
守
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
成
長
し

た
弟
が
少
し
ま
ぶ
し
く
て
嬉
し
く
な

り
ま
す
。

家
族
に
、
友
達
に
、
身
近
な
人
の


中
で
な
ん
ら
か
の
心
の
障
害
が
あ

っ


た
と
し
で
も
、
強
い
意
志
と
周
り
の


少
し
の
理
解
が
あ
れ
ば
き
っ
と
乗
り


切
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。


社
会
に
対
し
て
恥
ず
か
し
が
ら
ず
前


向
き
に
生
活
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま


す。

今
日
、
こ
の
日
ま
で
弟
に
か
か
わ


っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
た
ち
に


私
の
心
の
全
て
か
ら
感
謝
し
ま
す
。


そ
の
人
た
ち
の
力
を
か
り
で
今
の
私


の
た
っ
た
一
人
の
大
切
な
弟
が
い
る


の
で
す
か
ら
。


弟
も
い
つ
か
誰
か
の
た
め
に
手
を

さ
し
の
べ
て
あ
げ
ら
れ
る
人
間
に
な

っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
、

弟
に
は
忘
れ
て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ

ん。
弟
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
心
の

障
害
は
見
つ
け
に
く
い
も
の
で
す
。

で
も
、
心
の
中
で
き
っ
と
叫
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。

「
助
け
て
、
僕
の
こ
と
わ
か
つ
て
」

そ
の
言
葉
を
心
の
電
波
で
キ
ャ
ッ
チ

で
き
る
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
手
を

さ
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
な
自
分
で
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
十
の
理
解
よ
り

一
の
思
い
や
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

人
で
あ
り
た
い
と
、
そ
う
思
う
の
で

す。
人
は
誰
で
も
ど
ん
な
に
心
を
閉
ざ

し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
表
に
だ
さ
な

く
て
も
、
そ
の
人
の
心
を
そ
の
ま
ま

閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
だ
か

ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
私
は
、
自
分
に
も
み

な
さ
ん
に
も
問
い
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

「
今
、
誰
か
の
心
の
叫
び
声
が
き
こ

え
ま
す
か
」

ど
う
か
、
心
の
目
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)
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ト
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祝
詞
述
ぶ
る
短
き
文
を
暗
記
し
つ
つ

小
雪
降
る
朝
を
町
に
出
て
行
く

立
川

堀

梅

子

誌
な
く
暮
る
る
今
年
と
思
い
つ
つ
今

朝
も
卵
を
割
り
て
い
る
な
り

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

子
の
投
げ
し
小
石
の
波
紋
ひ
ろ
が
り

で
ダ
ム
の
満
水
に
心
安
ら
ぐ

中

山

谷

尻

松

雄

幸
せ
の
近
付
く
音
と
聞
き
て
お
り
孫

を
乗
せ
た
る
飛
行
機
の
来
る

棚

野

殿

川

早
苗

上
勝
の
重
な
る
山
は
雨
な
ら
ぬ
色
に

し
ぐ
れ
て
足
よ
り
冷
ゆ
る

横
瀬

比
留

間

一

大
き
な
る
長
靴
の
跡
も
や
わ
ら
か
き

窪
み
と
な
し
て
雪
は
降
り
積
む

横

瀬

日

下

克

子

タ
光
の
水
の
ほ
と
り
に
白
鷺
の
祈
る

が
ご
と
く
立
ち
て
動
か
ず

中
山

山

下

房

雄

肩
の
力
ぬ
き
て
生
き
ん
と
思
い
つ
つ

気
負
う
友
ら
の
話
聞
き
い
つ

横
瀬
広
安
美
枝
子

開
庖
を
オ
ー
プ

ン
と
書
く
屈
の
あ
り

日
本
語
を
知
ら
ぬ
の
か
雑
貨
屋
の
畳

横

瀬

谷

吉

蔵

留
守
居
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
涙
す

る
作
り
ご
と
だ
と
思
え
ぬ
余
韻

沼

江

斎

藤

重

子

嫁
が
く
れ
し
ペ
ア
ル

ッ
ク
の
ト
レ

ー

ナ
ー
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
楽
し
く
な
り

ぬ

横

瀬

岡

本

冨

久

恵 

意
識
な
き
父
と
二
人
の
病
室
は
活
け

し
黄
菊
の
そ
こ
の
み
明
る

横
瀬
桜
木
千
代
子

〈
評
〉
意
識
の
な
い
父
と
二
人
っ
き

り
で
病
室
に
い
る
作
者
。
「
意
識
な

き
父
」
と
い
う
暗
く
重
い
言
葉
と
、

黄
菊
の
「
そ
こ
の
み
明
る
」
と
感
じ

た

〈明
と
暗
〉
の
作
者
の
気
持
ち
が

よ
く
表
現
さ
れ
た
。
黄
菊
が
明
る
い

ゆ
え
に
一
そ
う
心
に
ひ
び
く
。

真
剣
に
眉
引
く
我
に
背
負
い
た
る
孫

が
鏡
に
笑
み
か
け
て
く
る

沼

江

森

脇

光

子

〈
評
〉
孫
を
背
負
っ
た
ま
ま
パ
ア
ち

ゃ
ん
が
鏡
に
向
か
っ
て
化
粧
し
て
い

る
の
だ
。
眉
を
引
く
パ
ア
ち
ゃ
ん
の

顔
の
う
し
ろ
に
小
さ
な
顔
の
孫
が
可

愛
い
い
歯
を
見
せ
て
笑

っ
て
い
る
。

き
っ
と
パ
ア
ち
ゃ
ん
の
他
所
行
き
の

真
剣
な
顔
を
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

亡
き
夫
の
手
垢
っ
き
た
る
辞
書
引
き

て
秋
の
夜
長
に
短
歌
作
り
お
り

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

書
を
引
い
て
文
字
や
言
葉
を
た
し
か

わ
ず
か
だ
が
あ
な
た
の
匂
い
残
り
い

る
布
団
を
干
し
て
幸
せ
に
お
り

横
瀬
平
山
美
千
江

本
当
は
進
ん
で
や
っ
て
み
た
い
け
ど

傍
内つ
で
も

っ
さ
り
君
の
指
示
待
つ

棚

野

田

中

久

子

凍
て
つ
け
る
車
は
星
の
光
り
受
け
巨

大
な
宝
石
の
ご
と
く
燈
め
く

棚

野

島

つ

と

む

戦
時
中
お
寺
の
釣
鐘
み
な
出
し
て
新

た
に
建
て
た
る
年
号
を
見
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

ス
リ
ル
あ
る
乗
物
多
き
遊
園
地
黄
色

き
絶
叫
た
え
る
聞
も
な
し

棚

野

一

楽

靖

子

ひ
た
す
ら
に
祈
る
遍
路
の

一
群
に
我

も
唱
和
す
焼
山
寺
の
午
後

棚

野

田

中

茂

子

工
事
場
の
水
の
溜
ま
り
し
白
砂
に
あ

ま
ね
く
夕
日
き
ら
き
ら
光
る

横

瀬

錦

内

常

一

早
朝
の
東
の
空
に
手
を
合
わ
す
国
家

安
泰
願
う
元
日

棚

野

幸

山

美

好

天
の
川
冴
え
た
る
空
を
見
渡
せ
ば
氷

を
流
す
冬
の
夜
の
月

棚

野

谷

新

太

郎

電
線
よ
り
落
つ
る
が
如
く
に
野
菜
畠

見
張
り
し
百
舌
の
視
力
が
凄
い

中

山

栗

城

絹

地
蔵
松
四
十
五
年
栄
え
し
に
枯
れ
は

て
四
季
の
憩
い
場
の
惜
し

め
な
が
ら
秋
の
夜
を
歌
つ
く
る
作
者
。

「亡
き
夫
の
手
垢
っ
き
た
る
」
に
亡

く
な
っ
た
ご
主
人
が
い
つ
も
熱
心
に

辞
書
を
引
く
勉
強
家
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。

春
を
摘
む
習
い
や
さ
し
も
七
草
の
一

つ
一
つ
を
指
で
数
え
つ

生

名

柳

田

末

子

〈評
〉
正
月
の
七
日
は
、
七
種
類
の

春
の
野
草
を
入
れ
て
お
粥
を
作
る
。

わ
が
国
古
来
の
伝
統
行
事
で
、
健
康

の
た
め
の
自
然
食
な
の
だ
ろ
う
。
「
春

を
摘
む
」
と
や
さ
し
く
美
し
く
、
「
一

つ
一
つ
を
指
で
数
え
つ
」
に
古
来
の

行
事
を
楽
し
む
豊
か
さ
が
あ
る
。

末
筆
に
わ
れ
健
在
と
書
き
添
え
て
八

十
路
の
友
に
年
賀
状
出
す

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

〈
評
〉
年
賀
状
は
た
い
て
い
決
ま
り

文
句
で
短
い
も
の
だ
。
し
か
し
こ
の

作
者
は
、
八
十
代
の
友
の
た
め
に
賀

状
の
末
尾
に
「
こ
ち
ら
は
元
気
、
ま

だ
杖
い
ら
ん
」
と
一
言
書
き
添
え
る

友
情
の
温
み
を
忘
れ
な
い
や
さ
し
い

人
な
の
だ
。

車
庫
聞
き
て
息
子
と
孫
の
声
聞
け
ば

そ
れ
よ
り
深
き
眠
り
に
入
り
ぬ

横

瀬

林

と

み

え

守
護
菩
薩
真
夜
の
わ
が
迷
い
断
ち
給

う
不
思
議
あ
り
独
り
居
の
好
し

坂

本

吉

田

邦

忠

戦
地
よ
り
返
信
ハ
ガ
キ
の
片
隅
に
白

百
合
の
花
描
か
れ
あ
り
き

坂

本

浦

山

登
代

(
注
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、

広
報
紙
と
し
て
広
く
町
民
の
投
稿
作

品
を
掲
載
す
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
専
門
歌
誌
の
よ
う
な
む
つ
か
し

い
選
評
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
町
民
の

方
々
が
た
の
し
く
読
め
、
誰
で
も
投

稿
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

だ
か
ら
投
稿
作
品
は
全
部
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の

方
々
の
ご
投
稿
を
・
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

〈松
並
〉

次
固
固
圃
置
集


三
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
一
旬

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

四
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

宛

先

生

名

丸

山

香

月

※
編
集
部
よ
り
の
お
願
い

ご
投
稿
で
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は

雅
号
を
お
使
い
く
だ
さ
る
の
は
結
構

で
す
が
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
し
た

い
時
困
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
へ
届

け
て
お
く
か
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
横
へ

本
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

棚

野

英

〈評
〉
亡
き
夫
が
愛
用
し
て
い
た
辞

回
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3月のあき缶回収日程表

E3蚕歪E匝周囲主同:
⑨
ピ
ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の

物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除

い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル

・
ア
ル

ミ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

、4n--

広

両

方

旬 

…伽 

aa--

回収日

第

月

曜

日
 

( 4日)


地 区

石原

沼江

掛谷

山西

中角

士場 所

桜建設事務所

沼江 集 会 所

掛谷集会所前�  
J A生比奈支所保冷庫前
(果樹試験場上り口)

農村婦人の家

馬越 ゴ ミ フ 工 ン ス ・ 横�  

第 A
7

。

。

司 

Hm

第

、べ¥J 企

月
曜
日� 

(11日)

黒

星

中

山

岩

谷

山

今山橋北詰ゴミフェ ンス横

運動場入口�  (小屋の横)

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

大』
	  

3

0

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、

指
定
さ
れ
た
袋
で
出
し
て

く
だ
さ
い

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶

を
分
別
し
て
く
だ
さ
い

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、

消 防詰所横

生名 東 林庵

島豆腐屋さん前

月 久国 久国集会所裏

曜 棚野 河川敷ゲートボール場横

日� パチ ン コ庖前道路南側
(18日) 大井堰碑の前

みんなで六書のない仰に
横瀬 前川 集 会 所

第 勝 浦郡農協本所

四 。 広 瀬 清 さ ん 宅 東

月 イシ 小倉新平さん宅前三叉路

曜 旧農協跡 地

日� 

(25日)

内

本

与

坂

勝浦郡農協与川内出張所

勝浦郡農協坂本事業所横

消防詰所横

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
か
み
つ
か
れ
た
り
し

て
被
害
を
受
け
て
い
る
人

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ

き
、
被
害
を
与
え
た
場
合

に
は
、

飼
い
主
の
責
任
と

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

①	

犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。

、
。

。

。

。

。

、だ
さ
い
。

¥)  

‘ 4、犬 .. ~1 

100円1

(-¥血

ヅ・ 胃"" 

放
し
飼
い
の
犬
が
捕
か

く
さ
れ
た
場
合

野
犬

と
し
て
処
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

②
散
歩
は
つ
な
い
で
行

い
、
フ
ン
の
後
始
末
等
、

マ
ナ
ー
を
守
る

③
犬
を
捨
て
な
い

飼
い
犬
が
不

要
と
な
っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
家
で
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
引
き

取
り
日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

④
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い

⑤
捕
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行

つ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
・お
越

し
く

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

(
二
|
二
五
一
一 

)
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

不
用
犬


買
上
げ
制
度
の


廃
止
に
つ
い
て


現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

「
不
用
犬
買
上
制
度
」
は
、
平
成

八
年
四
月
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
不
用
犬
は
従
来
ど
お
り

引
き
取
り
ま
す
の
で
、
毎
月
広
報

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
「
不
用
犬

引
き
取
り
日
」
に
持
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。

交通事故相談日 不用犬の引き取り日� 
日 時 3 月 25日(月)	 犬の放し飼いは

午前10時から午後4時まで	 やめましょう。� 
3月6自体)� 
3月13日同

(受付時間午後3時まで〉 いゐ之
場所 小松島中央会館 ~../ソ五三ii~vlhl

引寸 l¥ 繍i..IU... ~c.JVa~
相談員 町 田長稔

※お気軽にご相談ください。

困
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合併処理浄化槽の
補助制度に

ついて

生活環境の改善と水質浄化を図るため，

合併処理浄化槽の設置を推進しておりま

す。

補助金について

人槽の区分ごとに限度額があります。

人槽の区分による補助金の額は，別表の

とおりです。

(別表)人槽の区分による補助金額

人槽区分 補助金額�  

5 人 槽� 309，000円� 

6~7 人槽 463，000円� 

8 ~ 10人槽�  824，000円� 

~2011 人槽 1，854，000円� 

21 ~ 30人槽�  3，296，000円� 

31 ~ 50人槽�  4，326，000円� 

(合併浄化槽のはたらき� )

合併処理浄化槽は， し尿と生活雑排水

(台所や風呂場からの排水)を処理し，

きれいな水にして水路に流します。

申し込み

平成� 8年度において合併処理浄化槽の

設置を希望される方は，� 3月27日(水)まで

にご連絡ください。

また，家を新築される方，水洗便所に

改善を予定される方は，お気軽にご相談

ください。

合併処理浄化槽の補助制度についてお

申し込み，お問い合わせは，環境衛生課� 

(ft2 -2511)で受け付けています。� 

1，水はきちんと流してください。

洗浄水量は� 1日1人に ~.寄言
っき約50Æ が目やすです。 1ーすo 炉コ~"--心ヅ

使用の都度きちんと流すょ に三三二ノ� U 

うに心がけてください。� 

2，便器の掃除はぬるま湯で行い，塩酸等の劇薬や

洗浄剤，洗剤等は使わないでください。

便器を掃除するとき，洗

浄剤，洗剤等を使いますと， 組� 1浄化槽内の大切な微生物が


死んで、しまいますので，十


分注意しでください。
 

3，専用のトイレットペーパ

ーを使ってください。

新聞紙，タバコの吸いが

ら，紙おむつなどの異物は

絶対に流さないでください。� 

4	，各装置の電源は

勝手に切らないで

ください。� 

5，浄化槽の上にものを置か

ないでください。

，..司、
」

切司、f 

7，通気装置はふさがないでください。 ~

とくに腐敗タンク方式の浄化槽は， う� iQ七三物
自然通気しておりますので，空気の� I 1);詰彪込
出入りをふさがないよう注意してく ハ~グ

ださい。� 

8，消毒薬が切れないように注意してください。

消毒薬は定期的に補給し，切れる� コ-L汽14

ことのないよう注意してください。� 1-00 モ壬、

ヒj主� 
9，故障や異常が発生した場合は，直

ちに保守点検業者に連絡し処置して ベ乙 ゴ¥

ください。 ミヨf? ~ 

f図府

固
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的


内"-"

現 ー千'丁

外来 

同 上 
L 一一

¥ー' について

社会福祉法人「勝寿会」

鵬員募集 

業務拡張のため次のとおり職員を募集しますので，ご希

望の方は，履歴書(市販の物)を添えてお申し込みください。

面接は随時行います。

-職種 臨時寮母 2名

・年 齢 50歳未満

・募集期間 平成 8 年 3 月 4 日(月)~ 8日働

・連絡先 勝浦町大字棚野字竹国13番地の 1

社会福祉法人勝寿会

電話 08854-2-3700 

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

幅
四
直

面

哩
画

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

-

職

種

事
務
職
員

・
募
集
人
員

一
名

-
受
付
期
間
・
方
法

平
成
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
八
日
ま
で
に
、
履
歴
書

(
市
販
)
を
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く

だ

さ

い

。

電

話

二

|

四

六

五

二

老人医療費の一部負担金が
改正されます

高齢化社会に向けて，今後も増加が見込まれる老人医療費について老人

と現役世代との負担の均衡，医療機関以外の施設や在宅の老人との負担と

の均衡が保たれるよう制度の改正がされ，一部負担金も次のとおり改定さ

れます。

生活福祉資金の
ご利用を

この貨付制度は さまざまなl

資金需要にこたえ，地域の人々

の暮しのお手伝いをする制度で

す。

この制度の利用を希望される

方，あるいは制度の詳しい説明
平成 8年 4月1日から 平成 9年 4月1日から

消費者物価指数に応じ
1月 1，010円 1月 1，020円 てスライド

入院  1日 700円 1日 710円

は，社会福祉協議会までお問い

合わせください。

※ただし，低所得者の入院については，現行どおり 1日 300円 (2カ月を限度，

その後無料)に据え置く 。 シルバー人材センター

女老人保健の資格の取得と手続きの方法

こんなときには届け出を 届け出に必要なもの い つ ま で に

70歳になったとき 印かん ・被保険者証
すみやかに 
(遅くても誕生日か
ら14日以内)

転入してきたとき 印かん・被保険者証 14日以内に

転出するとき
印かん・健康手帳

(医療受給者証)
転出するときに

死亡 したとき
印かん・健康手帳 
(医療受給者証)

14日以内に

住所が変わったとき

医療保険の変更

および喪失

65歳以上でねたきりなど

になったとき

印かん ・健康手帳  
(医療受給者証)

印かん・被保険者証
健康手帳 
(医療受給者証) 

印かん・被保険者証
身障手帳 ・国民年金証書
診断書のいずれかの書類

14日以内に

14日以内に

認定をなるべく早く

生活保護をうけるように

なったとき

印かん・健康手帳

(医療受給者証)
すみやかに

勝浦町では，高齢者の健康と

生きがいを高めることを目的と

して，シルバー人材センターを

平成  8年 4月1日から発足の計

画で準備を進めております。町

内に居住する80歳以上の働く意

欲のある万の入会をお待ちして

います。

なお，事務局は勝浦町社会福

祉協議会に委託し運営すること

になります。詳しくは，社会福

祉協議会事務局にお問い合わせ

ください。

電話  2-4652番

四
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回

。国民年金の届出を

しましょう
卒業・就職・転職・ 退職

春は異動の季節

人生の節目には，国民年金の

届出も必要です。

平成� 7年度も今月で終わりです。国民年金の保険料の納め忘れは，あり

ませんかっ

保険料の納め忘れがあると，年金を受け取るのに必要な期間が不足した

り，期間を満たしても年金額が低額となってしまいます。

それだけでなく， 万が一事故などで障害が残ってしま ったときでも保険

料未納の期間があるために� 納付要件に該当せず，障害基礎年金が支給さl

れなくなります。

平成� 7年� 4月からの期間で納め忘れている月の保険料は早めに納めまし

ょう。国民年金の保険料は，平成� 7年4月から平成8年3月� (平成7年度〉

分までは.1ヶ月 .700円です。平成� 8年4月� (平成8年度)分からは，� 

12.300円となります。

一司判明申同制制申。q

前期銭能検定試験
-結婚してサラリーマンの妻

として扶養されるようにな った時

.自営業だった夫が就職してサラリ

技能検定は，職業能力開発促進法に基づいて，技能者の皆さんがも って

いる技能の程度を一定の基準により検定し，公証する国家検定制度です。

この制度は，昭和34年から実施されており ，徳島県では現在までに，� 

13，703人が合格し，技能士と してそれぞれの分野で活躍されています。

試験は，職種によ って特級・� 1級 ・2級 ・3級及び単一等級に区分し，

実技と 学科の試験を行います。

特級 ・1級及び単一等級の合格者には労働大臣� 2級及び3級の合格者に

は徳島県知事から合格証書が交付され� r技能士」と称することができます。

砂受検申請受付期間 平成� 8年� 4月4日同から平成� 8年� 4月17日同まで

砂技能検定実施職種� 

(1・2級〕園芸装飾，造園，金属熱処理，機械加工，放電加工，金属プ

レス加工，鉄工，建築板金，工場板金，仕上げ，電子機器組立て，電気

機器組立て，建設機械整備，婦人子供服製造，布は く縫製，家具製作，

建具製作，強化プラ スチック成形，石材施工，とび，左官，タイル張り，

畳製作，防水施工，内装仕上げ施工，熱絶縁施工，サッシ施工，化学分

析，表装，塗装，広告美術仕上げ，フラワー装飾� 

{単一等級職種〕製麺，塗料調色� 

(3級職種〕園芸装飾，造園，和裁， とび

砂受検申請受付場所

徳島県職業能力開発協会(徳島市新浜町� 1丁目1-7 ffL0886-63-2316) 

徳島テ クノスクール� (徳島市南島田町� 2丁目 皿0886-31-1474)

阿南テクノス クール� (阿南市桑野町字岡元� TEL0884-26-0250) 

※特級職種については，後期に実施いたします。

-学生や未就職の方が
 
20歳になった時


・脱サラで自営業に転職した時� 

ψ 
第	 1号被保険者
 

(資格取得届)
 
(種別変更届)


-学校を卒業して就職した時

.自営業をやめて就職した時

ψ 

第� 2号被保険者
 

(種別変更届)


ーマンの妻として扶養されるよ

うになった時� 

ψ 

第� 3号被保険者


(該当届) 

(種別変更届〉

身体障害者巡回相談

次の日程により巡回相談を実施

します。

お気軽にご相談ください 0

・と き� 3月13日同

午前10時~午後� 1時

・ところ

上目券岡Tコミュニティーセンター

・受診内容

整形外科，耳鼻科，眼科

なお，受診を希望される方は，役

場住民樹止課までご連絡くださし迫。
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3月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日� H翠 内� ?iI- 受 付 時 間 士易 所 女サ 象 者
持参する
もの 千也

金 生名愛育班結成10周年記念式典� 13 : 00~ 生名センター 生 名 区 民� 

5 火 中山 集会所

健 康 相 言炎� 1 3:30~15:00 一 般 住 民 健康手帳� 

6 水
』

星谷集会所�  

8 金 幼 児 健 康 圭ロノ占ト' 査� 1 3:30~14:30 勝浦病院�  
H 5 .9 .1 ~H 6 .2 .28まで

母子手帳
に生まれた子

農村環境改善� • H 6 .10.1 ~H 7 .11.30ま 母子手帳�  

11 月 乳幼児ツベルクリン反応検査� 1 3 :30~ 1 5:00 で4歳に未生まれた子 予防接種手帳
センター 満でまだの子 予 診票�  

12 火 健 康 キ目 言炎� 1 3 :30~15:00 棚野集会所 一 自主 住 民 健康手帳

ツベルクリン反応検査判定 農村環境改善� -ツベルクリン反応検査を受 母子手帳�  

13 水� 1 3:30~ 15: 00 
・陰け性た子者にBC G接種

予防接種手帳票
及び�  B C G 接種 センター 予診�  

18 月 石原集会所

健 康 中目 言炎� 1 3:30~ 1 5:00 般 住 民 健康手帳� 

21 木 久国集会所� 

22 金 手L 児 健 康 事ロ，占p与， 査� 1 3:30~14: 30 勝浦病院�  
H 7 .7 .1 ~H 8 .1 .31まで

母子手帳
に生まれた子� 

25 月 健 康 相 言炎� 1 3:30~15 : 00 中 角集会所 一‘ 般� f主 民 健康手帳

生後�  3 ~90月
母子手帳

百日咳，ジフテリア，破傷風 農村環境改善� 
• 1期 初 回・・・生後�  3 -12月ま� 

27 71< 1 3 : 30~ 1 5 :30 でに� 3回接種 予防接種手帳
三種 混合予防接種 センター�  • 1期追加・・・� 1期初回接種後�  

1 2~18月後に 1 回接種 予診票�  

コ
レ
ス
テ 

細
胞
を
つ
く
る
成
分
と
し
て
、
あ
る
い
は
ホ
ル
モ
ン
や

ビ
タ
ミ
ン 

な
ど
の
原
料
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
脂
肪
の
一
種
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
。
か
ら
だ

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
多
す
、
ぎ

る
と
血
管
の
内
壁
に
く
っ
つ
き
、
高
血
圧
や
心
筋
梗
塞
の

大
き
な
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

逆
に
少
な
す
ぎ
る
と
肝
臓
や
脳
、
血
管
が
栄
養
不
足
に
な

り
、
脳
卒
中
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
健

康
維
持
の
た
め
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
ほ
ど
ほ
ど
に

保
つ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
年
齢
、

性
別
、
食
生
活
、
運
動
習
慣
の
有
無
な
ど
に
影
響
さ
れ

ま
す
。
成
人
病
予
防
の
た
め
に
も
健
診
で
自
分
の
状
態

を
知
り
、
う
ま
く
調
節
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
健
診
の
事
後
と
し
て
、
二
月
七
日
に
コ
レ
ス

テ
ロ

ー
ル
教
室
を
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
が
、
六
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
、
保
健
婦
が
健
康

相
談
を
行
っ
た
あ
と
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
血
管
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
勝
浦
病
院
院
長
、
平
賀
隆
先
生

が
話
さ
れ
る
と
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
メ
モ
を

と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
松
島
保
健
所
中
川
栄
養
士
、
在
宅
播
磨
栄

養
士
か
ら
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
食
生
活
の
関
連
に
つ

い
て
実
習
と
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
で
も
痛
く
も
か


ゆ
く
も
な
い
の
で
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
教


室
に
参
加
し
て
認
識
を
改
た
に
し
ま
し
た
」
と
参
加
し


て
の
感
想
を
話 

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に


ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。


食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

①
動
物
性
脂
肪
を
控
え
植
物
性
脂
肪
を
と
る

②
卵
は
一
日
一
個
以
内
に
し

生
ク
リ
ー
ム
等
も
控
え
る

③
サ
パ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
青
背
の
魚
を
積
極
的
に
と
る

回
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脳卒中の前ぶれ
(あらわれないこともあります)

のぼせたり

めまいが起こる� 

ζ勾企》ι-.-・・司、

今
年
は
例
年
に
な
く
寒
さ
が
厳
し

く
、
体
に
何
ら
か
の
障
害
を
持
た
れ

る
方
々
は
、
日
常
生
活
で
不
便
を
感

じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
冬
や
寒
い
時
期
に
お
こ

り
や
す
い
脳
卒
中
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

保 健喝÷�  

~?さな 

+ 
fヲK-ιJ 、r.:II匝%~ìlt.
品� T、、-，..r M 境担匹ョ
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脈の打ち方が

たつ歩い れ
�
 

引そ‘ 不規則になる

た
り
、
つ
ま

っ
た
り
す
る
病
気
の
総

称
で
す
。
血
液
が
脳
内
に
あ
ふ
れ
た

り
、
血
管
を
流
れ
る
血
液
が
と
だ
え

た
り
す
る
と
、
脳
細
胞
は
酸
素
不
足
、

栄
養
不
足
に
な

っ
て
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
脳
卒
中
は
多
く

の
場
合
、
手
足
の
麻
療
や
言
語
障
害

な
ど
の
後
遺
症
を
残
し
ま
す
。

脳
卒
中
の
前
ぶ
れ
と
し
て
次
の
よ

う
な
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
医
療

機
関
で
受
診
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
は
、
高
血
圧
と
動
脈
硬
化

を
基
盤
と
し
て
お
こ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
に
日
常
生
活
の
中
で
気
�
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脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ

+
ま
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レ
レ
 

目がかすんだり，

チカチカする

~ 

を
付
け
る
と
と
も
に
、
健
診
や
健
康

相
談
を
有
効
に
利
用
し
、

ふ
だ
ん
か

ら
自
分
自
身
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し

』出 卒 中 の 種 類
A

F

A

ノ
。

f¥
ダ下、

|脳膜の血管が破れる 11脳内の血管が破れる| 唖竺里管がつまる

クモ膜下出血 脳出血(脳いつ血) 脳梗塞(脳軟化症)� 

ー

ijjW旬開
てー のの
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ストレスをため

ないよう心がけ

ましょう 。 脳
卒
中
に
な
る
と
手
足
の
麻
療
や

言
語
障
害
、
時
に
は
、
寝
た
き
り
、

痴
呆
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
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肥満を予防しましょう 。
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目
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国民健康保険被保険者証の検認をお忘れなく
現在交付している被保険者証は，� 

3月31日で有効期限が満了します。

したがって� 4月� 1日以降は，検認

を受けなければ被保険者証を使うこ

とができません。

つきましでは，つぎの日程のとお

り係員が出向き検認を行いますから ，� 

必ず被保険者証をご持参ください。

なお，被保険者の方で異動(出生・

死亡・転入・転出 ・他の健康保険加

入等)があった場合は印鑑をご持参

のうえ，役場窓口で手続きをしてく

月 日 平成�  8 年� 3 月� 29 日 (創

地 区 土暴 所 時 間� t也 区 場 所

石原・沼江 沼江センター 午前� 9 :OO~ 9 :50 坂 本 坂本集会所

今山・山西 勝浦郡農協

掛 谷 生 比 奈 支 所
午前10: OO~10: 50 坂 本

勝 浦 郡農協

坂本事業所

中 角 農村婦人の家 午前II : OO~II : 50 与川内
勝浦郡農協

与川内事業所

黒 岩 勝浦会館 午後� 1 : OO~ 1 :50 横 瀬
勝浦郡農協

本所

星 小l口 星 谷 集 会 所 午後� 2 : OO~ 2 :50 中 山 中山集会所

生 名 生名センター 午後� 3 :OO~ 3 :50 棚野 ・立川 棚 野 集会所

※久園地区は町役場税務保険課で行います。� 
※4月1日以降は町役場税務保険課で行います。

国保に加入している方は，所得がない方でも申告が必要です。

まだ，平成� 7年分の申告を済ませていない方は，検認の時に印鑑をご持参

ください。申告を済ませていないと保険税の減額が受けられませんので，ご

注意ください。

かならず手元に保管する保険証の記載事項を確かめる |記載事項にまちがいがあった

|(世帯主の氏名・生年月日・住 ら，国保に申し出を

所，加入者の氏名・生年月日，

保険証の記号・番号など)

資格がなくなったら，保険証 |有効期限が切れたら，更新の

は国保に返す

世帯主，加入者の氏名 ・住所

に異動力ずあったら届け出を| 手続きをする


(イ也の市区町村への転出，職

場の健康保険に加入したときな

ど)


回
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税に関する作文シリーズ


W
E

戸¥

r-¥...-

問
自
明
、
自
由
向
。
盟
問


l

.... 

さ
い
。

だ
さ
い
。

O


O


み
な
さ
ん
は
、
「
税
」
と

い
う
言
葉
を
聞
く
と
嫌
な

も
の
だ
と
い
う
印
象
を
受

け
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
例

え
ば
、
一
番
身
近
な
消
費

税
と
し
て
払
う
ご
く
わ
ず

か
な
お
金
で
も
一
年
経
つ

と
一
人
か
ら
何
万
円
と
い

う
お
金
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
江
戸
時
代
の
農
民
か

ら
取
り
上
げ
る
税
を
想
像

し
て
も
い
い
も
の
だ
と
は

思
え
な
い
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
私
も
、
嫌
な
も
の

だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

「
税
金
は
、
保
育
所
や
小
中
学
校
の

授
業
料
に
も
な
る
ん
だ
よ
」

と
も
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
で

も
思
い
あ
た
る
税
金
の
使
わ
れ
方
を

考
え
て
み
る
と
、
お
年
寄
り
の
た
め

に
使
わ
れ
た
り
、
道
路
の
工
事
に
使

わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
嫌
が
ら
れ
て
、
面
倒
が
ら

れ
て
い
が
ち
な
税
金
な
の
に
い
つ
で

も
、
ど
の
よ
う
な
時
で
も
私
た
ち
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
何
気
な
く

歩
い
て
い
る
歩
道
も
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ 

ド
も
、
教
科
書
も
、
一
学
校
も
、

み
ん
な
税
の
お
か
げ
な
の
で
す
。
税

な
ん
か
無
い
方
が
い
い
と
考
え
て
い


る
人
は
、
「
も
し
税
が
な
か

っ
た
ら
:
・
」


と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
学
校
も


な
く
な

っ
て
、
公
務
員
は
い
な
ぐ
な


る
し
、
道
路
は
整
備
さ
れ
ず
、
常
に


危
険
と
背
中
合
わ
せ
の
と
て
も
最
悪


な
世
の
中
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。


税
は
未
来
の
た
め
の
幸
せ
の
貯
金

で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ

の
貯
金
は
、
毎
日
、
少
し
ず
つ
下
り

て
く
る
な
か
、
年
金
な
ど
の
特
別
収
入

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
助
か

っ
た
分
を
税
と

し
て
少
し
ず
つ
収
め
る
|
|
・
。
そ
う 

勝浦中学校  3年

井村聡子

し
た
が

っ
て
、
も
う
す
で
に
廃
車
し
た
軽
自
動
車
で
も

課

(
宮
二
|
二
五
一
三
)
、
軽
自
動
車


協

会

(
宮 

八
八
六
|


七
五
)
ま
た
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島


陸
運
支
局
(
宮 

八
八
六
|
コ
二 
|


廃車手続きは確実に済ませま しょう


軽
自
動
車
税
は
、
四
月

一
日
現
在
所
有
の
軽
自
動
車

(原
付
自
転
車
等
を
含
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
ず
っ
と
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、
譲

っ
た
り
し
て
も
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
同
様
の
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

三
月
二
十
九
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
私
の
考
え
を
変
え
た
で
き

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
今
年
に
入

っ
て
す
ぐ
に

起
こ

っ
た
阪
神
大
震
災
の
補
助
金
で

す
。「

何
十
万
人
も
何
百
万
人
も
の
人
が

亡
く
な

っ
た
り
、
被
害
を
受
け
た
り

し
た
の
に
、
義
援
金
だ
け
で
経
済
的

に
助
け
ら
れ
る
の
か
な
。
」

と
母
に
話
す
と
、

「
そ
ん
な
時
に
は
、
国
民
の
み
ん
な

で
払
う
税
が
使
わ
れ
る
ん
だ
よ
。
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

い
う
関
係
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。税

は
個
人
の
収
入
に
よ

っ
て
大
幅

に
違
う
も
の
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
良
い
方
法
だ
と

思
い
ま
す
。
富
ん
で
い
る
も
の
も
、

ま
た
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
い
る
世

の
中
だ
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
人
間
と

し
て
最
低
限
の
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
と
税
の
と
り
方
も
考
え
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
今
こ
う
し
て
勉
強
で
き
る
の

も
、
平
和
に
暮
ら
せ
る
の
も
、
税
金

が
柱
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
税
で
人
を
助
け
、
自

分
も
助
け
て
も
ら
う
|
|
。
税
は
、

き
っ
と
国
民
全
員
を
見
え
な
い
糸
で

つ
な
い
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
合
理
的
な
糸
を
い

つ
ま
で
も

切
る
こ
と
の
な
い
世
の
中
が
ず

っ
と

続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
払

っ

A
7

た
税
は
、
絶
対
自
分
の
た
め
に
、
誰

か
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
な
ん
だ
か
う
れ
し

く
な

っ
て
き
ま
す
。 

見
て
い
る
夜

道
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
あ
の
税
金
な
の
だ

か
ら
。 

な
お
、
一
二
五
∞
以
下
の
原
付
自
転
車
は
、
町
役
場
で

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自
動
車
協
会
、
一
二
五

∞
を
超
え
る
二
輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局

で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保
険

コ
二
|
六
六

四
八
八
二
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
日
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
八
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
は
、
法
令
が
一
部

改
正
に
な
っ
た
た
め
、
今
年
は
四

月

一
日
か
ら
四
月
二
十
二
日
の
聞

に
変
更
な
り
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

広
報
か
つ
う
ら
二
月
号
十
ペ
ー
ジ

の
「
税
に
関
す
る
作
文
シ
リ
ー
ズ
」
に

・
お
い
て
、
「
勝
浦
・
中
学
校
三
年
花
田

幸
子
」
と
な

っ
て
い
ま
し
た
の
が
、

「
勝
浦
中
学
校
三
年

花
岡
幸
子
」
さ
ん

の
誤
り
で
す
。
深
く
お
わ
び
し
、
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
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v-
大
{
子
三
蓮
子
名
田
春

阿

南

市

大
v-

f

中
西

字
西
岡

大大
字字・字字
山星神沼
下谷谷江�  

1
月
刊
日

1
2
月
刊
日

P

i
p

ら
ゆ
く
よ 

l

(
敬
称
略
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う美剛�  

枝古
与、

川田

Il

お
誕
生
お
め
で
と
う

春
の
小
川
は
さ
ら
さ

む
か
し
口

ず
さ
ん
だ
こ
の
歌
が
絵
に

会
員
の
皆
様
お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
二
月
三
日

ω大

阪
市
中
央
区
森
ノ
宮
「
ア

ピ
オ
大
阪
」
に
で
役
員
会

を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
会

の
総
会
の
日
程
を
次
の
と

お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い

て
は
、
近
日

中
に
会
員
の
皆
様
に
連
絡

い
た
し
ま
す
が
、
日
程
調

整
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

大
字
沼
江
字
神
谷
北
山
フ
ジ
ヱ
(
何
歳
)


大
字
三
渓
字
下
川
原
生
藤
光
信
(
祁
歳
)


善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


1
月
刊
日

1
2
月
日
日

尾
花 

清
さ
ん
(
生
名
)

大
阪
市
中
央
区
本
町
橋
二
番
八
号

※「
ふ
る
さ
と
会
報
」
の
原
稿
募
集
中

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
写
真
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
楽
し
い
作

品
を
期
待
し
ま
す
。

送

付

先

桑

村

隆

大

津

市

黒

津

Il--七
〒
五
二 

一一一一

勝
浦
町
役
場
企
画
開
発
課
勝
浦
郡

四
三

O
l

l

夜間救急 当 番 表 	 勝浦会館 3月行事

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

第
三
回
総
会

な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

一
、
日
時
平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
出

午
後
(
時
間
未
定
)

二
、
場
所
ニ
ュ 

コ
ク
サ
イ

(
第
二
回
総
会
開
催
場
所
と
同
)

A
Y
A
A

q

南 

喧，
，、、，

 

・・

武
司
/
三
男

E

J

美
和
¥
匠

敏
之
/
長
女

桂

子

¥

亜

利
男
/
長
男

真

弓

¥

晃

教室名 実 施 日 時 間

φr陶 ーコ+z・� 
7 14 21 28 

午後� 7:30~ 
木 木 木 木

着付 け� 
8 22 

午後 8: OO~ 
金 金

手 ー=+Z4rd・� 
7 14 21 

午後 7:30~ 
木 木 木

踊 り� 
6 13 27 

午後 8: OO~ 
水 水 水

生け花� 
4 21 

午後 8:00~
月 木

。ド 句� 11 25 
午後 8:OO~ 

空豆 耳大 月 月

習� r子-'--
1 8 15 22 

午後� 7:OO~ 
金 金 金 金� 

14 21 30 木陥日は午後� l時
土陥日は

午後6時30分から� 
大正琴

木 木 土

③⑨  


季 真L"5

一一勝
浦
町
大
字
久
国

〒
七
七
一 

¥ノ

ー¥

か

ら� 

矛申，ー

・内容

ーノ

大
字
沼
江
山
路

大

字

沼

江

松

本

威

ノ

二

女

字

西

岡

久

仁

子

¥

み

ゆ

き

大

字

三

渓

井

出

陽

/

長

男

字

樫

淵

妙

子

、

」

彬

人

大
字
棚
野
豊
井
稔
博
/
長
女

字

竹

田

ア

ナ

リ

ザ

¥

麻

友

美

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
坂
本
字
坂
本
一
紫
哲
(
九
歳
)

率
重
谷
一
字
二
ツ
森
谷
出
葉
武
雄
(
制
歳
)

大
字
三
渓
字
小
川
森
上
贋
美
(
位
歳
)

大
字
三
塗
子
日
浦
中
岡
カ
ツ
ノ
(
臼
歳
)

大
字
坂
本
字
日
浦
山
口
幸
男
(
何
歳
)

大
字
中
角
字
西
山
福
井
秀
子
(
幻
歳
)

一
楽
早
子
さ
ん
(
坂
本
)

樫

原

完

さ

ん

(

中

山
)

匿

名

(

横

瀬

)

森

上

登

さ

ん

(

与

川

内

)

生

藤

源

一

さ

ん

(

横

瀬

)

神

原

忍

さ

ん

(

中

山

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3月 1日 勝浦病院�  2-2555 

3月③日 山西医 院 �  2-3027 

3月5日 勝 浦病院�  2-2555 

3月7日 湯浅医院�  2-2003 

3月9日 勝 浦病院�  2-2555 

3月11日 赤岩医院�  2-2006 

3月13日 勝浦病院�  2-2555 

3月15日 勝浦病院�  2-2555 

3月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

3月19日 山西医院�  2-3027 

3月21日 勝浦病院�  2-2555 

3月23日 湯浅医院�  2-2003 

3月25日 勝浦病院�  2-2555 

3月27日 赤 岩医院�  2-2006 

3月29日 勝浦病院�  2-2555 

3月⑪日 勝浦 病院�  2-2555 

心配ごと相談

-日時	 3月1日倒
 

3月8日(金)
 
3月15日(創
 

3月22日樹
 

3月29日掛


-時間

午前10時~午後� 3時

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階l-受… り ま
すので お気軽にお叶

圃

平日 午後 6時から翌朝 9時まで 合わせください。� 
休 B 午後�  7時から翌朝� 9時まで
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